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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
２

０
１

１
回
    

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道
「「 「「
(( (( 玉

置
山

玉
置
山

玉
置
山

玉
置
山
～～ ～～
林
道

林
道

林
道

林
道
・・ ・・
奥
駈
道

奥
駈
道

奥
駈
道

奥
駈
道
出
合

出
合

出
合

出
合
(( (( 奥

駈
道

奥
駈
道

奥
駈
道

奥
駈
道
案
内
板

案
内
板

案
内
板

案
内
板
)) )) 」」 」」

のの のの
    

交
差

交
差

交
差

交
差
点
検

点
検

点
検

点
検
巡
視

巡
視

巡
視

巡
視
とと とと
絶
景

絶
景

絶
景

絶
景
パ
ワ

パ
ワ

パ
ワ

パ
ワ
ーー ーー
ス
ポ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
「「 「「
木
津
呂

木
津
呂

木
津
呂

木
津
呂
」」 」」
をを をを
観観 観観
るる るる
    

    

◇
実

施
日

：
２

０
１

９
年

０
３

月
０

９
日

 
(
土

)
 
 

晴
 

◇
参

加
者

：
順
峯
班

順
峯
班

順
峯
班

順
峯
班
；

沖
﨑

吉
信

、
濱

野
兼

吉
、

生
熊

敏
男

・
千

満
子

、
 

大
江

加
予

子
、

梶
野

照
雄

。
 

 
 

 
 

 
逆
峯
班

逆
峯
班

逆
峯
班

逆
峯
班

；
川

島
 

功
、

児
嶋

道
夫

、
畑

林
清

子
、

山
川

治
雄

、
 

岩
本

信
行

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

計
１

１
名

。
 

 

順
峯
班

順
峯
班

順
峯
班

順
峯
班
「「 「「
玉
置
山

玉
置
山

玉
置
山

玉
置
山
～～ ～～
林
道

林
道

林
道

林
道
・・ ・・
奥
駈
道
出
合

奥
駈
道
出
合

奥
駈
道
出
合

奥
駈
道
出
合
(( (( 奥

駈
道
案
内
板

奥
駈
道
案
内
板

奥
駈
道
案
内
板

奥
駈
道
案
内
板
)) )) 」」 」」

 

朝
起

き
て

朝
食

の
後

シ
ャ

ッ
タ

ー
を

あ
げ

る
の

が
日

課
で

あ
る

。
 

子
ノ

泊
山

（
９

０
６

ｍ
）

の
山

頂
が

見
え

る
。

毎
年

２
回

く
ら

い
は

雪
を

か

ぶ
り

白
い

「
子

ノ
泊

山
」

と
な

る
が

、
今

年
は

一
回

も
白

く
な

る
こ

と
は

無

か
っ

た
。

ま
た

我
が

家
で

は
薄

氷
が

は
る

事
も

無
か

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

出
発

前
打

合
せ

 
 

 
 

 
前

々
日

の
雪

が
残

る
 

 
 

 
細

い
木

は
鋸

で
切

除
 

 ３
月

の
早

々
に

は
ス

ノ
ー

タ
イ

ヤ
か

ら
普

通
タ

イ
ヤ

に
履

き
替

え
た

。
と

う
と

う
今

年
は

わ
が

愛
車

・
愛

靴
も

雪
を

踏
む

こ
と

は
無

さ
そ

う
で

あ
る

。
 

当
日

、
川

島
車

は
２

１
世

紀
の

森
へ

、
沖

﨑
車

は
玉

置
山

へ
別

れ
て

出
発

。

午
前

８
時

過
ぎ

に
玉

置
神

社
駐

車
場

に
到

着
、

１
５

分
ほ

ど
待

っ
て

梶
野

車

が
着

く
。

 

明
日

は
初

午
で

あ
り

、
そ

の
為

か
早

朝
か

ら
駐

車
場

に
は

４
～

５
人

の
姿

が
あ

っ
た

。
準

備
、

打
ち

合
わ

せ
の

後
８

時
２

５
分

出
発

す
る

。
 

 
 

 
 

 

チ
ェ

ー
ン

ソ
ー

の
出

番
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
斜

木
が

続
く

 

 

昨
年

１
１

月
１

８
日

に
４

人
で

出
向

き
、

林
道

・
奥

駈
道

出
合

(
案

内
板

)

～
塔

ノ
谷

峠
間

は
、

予
想

に
反

し
倒

木
が

多
く

、
１

７
カ

所
で

２
１

本
を

処

理
し

た
が

、
今

回
は

そ
の

延
長

線
上

の
区

間
で

あ
り

、
か

な
り

の
倒

木
を

予

想
し

て
い

た
。

 

か
つ

え
坂

で
２

～
３

本
細

い
木

を
処

理
し

、
奥

駈
道

か
ら

林
道

へ
、

ま
た

林
道

か
ら

奥
駈

道
へ

出
た

り
入

っ
た

り
を

３
～

４
回

繰
り

返
し

た
後

、
や

は

り
有

る
。

 

こ
の

付
近

に
雑

木
は

無
く

植
林

帯
で

水
平

に
倒

れ
た

木
は

無
く

、
大

半
が

４
５

度
前

後
の

斜
め

に
な

っ
て

い
る

。
昨

秋
は

ほ
ぼ

等
間

隔
で

広
範

囲
に

倒

木
が

あ
っ

た
が

、
今

回
は

こ
こ

に
集

中
し

て
い

た
。

 

チ
ェ

ー
ン

ソ
ー

は
２

台
で

梶
野

、
沖

﨑
が

操
作

し
た

。
水

平
に

近
い

倒
木

は

２
台

が
別

れ
て

切
除

、
直

径
が

２
０

㎝
を

越
え

る
斜

木
は

梶
野

君
が

担
当

し
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て
く

れ
た

が
、

１
５

分
ほ

ど
遅

れ
て
追

い
着

い
た

の
で
苦
労

し
た
よ

う
だ

っ

た
。

今
回

は
、

５
カ

所
で

９
本

を
切

除
し

た
。

 

 
 

 
 

 

切
除

処
理

後
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
本

日
の

参
加

者
 

 

*
 

今
冬

は
前
述

の
通

り
全

く
雪

が
な

か
っ

た
。

 

*
 

「
春

に
三

日
の

晴
天

無
し

」
の
例

え
通

り
、

３
月

に
入

り
天
気
不
安
定

。
 

*
 

年
度
末

の
た

め
か
R
4
2
5
号
浦

向
先

で
改
修
工

事
。

 

*
 

白
谷
ト

ン
ネ
ル

の
冬
季

通
行
止

め
に

加
え

て
玉

置
山

林
道
・
花
折
塚

案
内

板
間

で
崩

土
通

行
不
能

も
発

生
。
池
郷

林
道

も
工

事
通

行
止

め
な

ど
身
動

き
が
取

れ
な

い
。
ゴ

ー
ル
デ

ン
ウ

イ
ー
ク

の
１

０
連
休

も
控

え
て

い
る

４

月
以
降

は
、
多
忙

が
予

想
さ

れ
ま

す
、
皆
様

の
ご
協
力

を
お
願

い
し

ま
す

。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮

発
7
:
0
0
→
8
:
0
5
玉

置
山
8
:
2
5
→
8
:
3
5
山

頂
・

駐
車

場
・

か
つ

え
坂

三
叉
路
8
:
4
0
→
9
:
0
0
世
界
遺
産
記
念
碑

(
展
望

台
)
9
:
0
5
→
9
:
1
5
玉

置
山

展
望

台
→
9
:
4
5

倒
木

集
中
箇

所
1
0
:
0
0
→
交
差

・
合
流
1
0
:
2
0
→
1
0
:
3
5

花
折
塚
→
1
1
:
2
5

林
道

・
奥

駈
道

出
合

(
奥

駈
道

案
内

板
)
1
1
:
3
0
→
1
1
:
4
0
 

2
1
世

紀
の

森
駐

車
場
1
1
:
4
5
→
1
2
:
0
8
玉

置
口

広
場

(
昼

食
)
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記
;
沖

﨑
、
写
真

；
梶

野
)
 

逆
峯
班

逆
峯
班

逆
峯
班

逆
峯
班
「「 「「
林
道

林
道

林
道

林
道
・・ ・・
奥
駈
道

奥
駈
道

奥
駈
道

奥
駈
道
出
合

出
合

出
合

出
合
(( (( 奥

駈
道
案
内
板

奥
駈
道
案
内
板

奥
駈
道
案
内
板

奥
駈
道
案
内
板
)) )) ～～ ～～

玉
置
山

玉
置
山

玉
置
山

玉
置
山
」」 」」
    

・
主

な
作
業

内
容

 

①
 
倒

木
６

本
、
腐

木
３

本
・
小

径
木

２
本

切
除

。
 

②
 
標
識
設

置
；

３
箇

所
。
標
識
手

直
し

；
１
箇

所
。

 

③
 
奥

駈
道

の
落
枝

除
去

。
 

・
懸

案
事
項

 

①
玉

置
山
展
望

台
か

ら
コ

ン
ク
リ

ー
ト
舗
装

道
が

新
設

さ
れ

奥
駈

道
が

分

断
さ

れ
て

い
る
箇

所
に
標
識
設

置
(
３
箇

所
)
。

 

 

沖
﨑
宅

前
に

７
時

前
に

集
合

す
る

と
、

川
島

車
(
児

嶋
・

畑
林
同
乗

)
と

山

川
車

(
岩

本
同
乗

)
は

、
２

１
世

紀
の

森
駐

車
場

で
合
流

し
、

玉
置

山
へ

の
点

検
巡
視
班

の
指
示

が
あ

る
。

 

川
島

車
は

、
２

１
世

紀
の

森
東
屋

駐
車

場
に

８
時

前
に

到
着

、
８

時
過

ぎ

に
山

川
車

が
到

着
。

 

２
１

世
紀

の
森

か
ら

の
４

２
５
号

線
は

、
４

月
５

日
迄

通
行
止

め
の

道
路

案
内

板
(
道
路
標
N
o
3
4
3
地
点

)
が

あ
り

、
ゲ

ー
ト
止

め
さ

れ
て

い
る

。
 

浦
向
側

の
４

２
５
号

線
は

、
実
利

行
者
碑

付
近

の
工

事
で
全
面

通
行
止

め

の
た

め
、
冬
期

通
行
止

め
解

除
(
3
/
7

白
谷
ト

ン
ネ
ル

内
)
に

な
る

の
で

、
来

週
２

１
世

紀
の

森
経
由

で
行
仙
宿
巡

回
行

事
を
企
画

し
て

い
る

が
、

行
け

な

い
可
能
性

が
高

い
こ

と
が

わ
か

る
。

 

山
川

さ
ん

は
、

早
く

作
業

を
終

え
る
方

が
良

い
と

の
こ

と
か

ら
、

林
道

・

奥
駈

道
出

合
(
奥

駈
道

案
内

板
)
～

２
１

世
紀

の
森

分
岐

～
塔

ノ
谷

峠
間

の
南

奥
駈

道
は

、
昨

年
十

一
月

中
旬

に
点
検
巡
視
済

の
た

め
、

林
道

・
奥

駈
道

出

合
(
奥

駈
道

案
内

板
)
か

ら
玉

置
山

間
の
点
検
巡
視

を
す

る
事

に
し

た
。

 

林
道

出
合

・
奥

駈
道

案
内

板
へ

車
で
移
動

す
る

と
、

林
道

・
奥

駈
道

出
合

か
ら

玉
置

山
へ
約
6
0
0
m
地
点

で
路
肩

が
崩
落

し
、
玉

置
山

駐
車

場
へ

は
行
け

な
い

事
が
判

る
。

 

出
合

近
く

の
林

道
路
肩

に
２

台
駐

車
し

、
出

合
奥

駈
道

(
奥

駈
道

案
内

板
)

の
地
点

か
ら

玉
置

山
へ

と
５

人
は

、
８

時
２

５
分

に
点
検
巡
視

へ
と

出
発

。
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2
1
世

紀
の

森
東

屋
Ｐ

 
 

 
林

道
・

奥
駈

道
出

合
 

 
林

道
上

の
奥

駈
道

を
辿

る
 

  
１

０
分
程
辿

る
と

１
本

は
歩

行
に
支
障

が
あ

り
、
他

３
本

に
支
障

は
な

い

が
上
部

が
枯

れ
て
お

り
、

チ
ェ

ン
ソ

ー
２

台
(
山

川
・

児
嶋

)
で

切
除

す
る

。
 

    
    

    
 
 

 
 

 
 

 
 
    

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
チ

ェ
ン

ソ
ー

２
台

で
倒

木
４

本
の

切
除

作
業

 

 

道
を
塞

ぐ
腐

木
が

あ
り

、
山

川
さ
ん

一
人

で
ず

ら
し

て
撤
去

し
て
下

さ
る

。
 

水
呑
金
剛

を
過

ぎ
た
地
点

で
児

嶋
さ
ん
標
識
設

置
の

た
め

、
山

川
・

川
島

が
先

行
す

る
と

、
先
端
部

が
じ
ゃ

ま
な

倒
木

が
あ

り
山

川
さ
ん

が
切

除
。

 

林
道
再

出
合
地
点

で
し
ば

ら
く

待
つ

と
、

児
嶋

さ
ん
達

は
林

道
出

合
で
標

柱
に

な
る
枯

木
を
標
柱

長
さ

に
切

り
、
石

で
叩

い
て
標
識

を
立

て
る

が
太

く

て
入

り
難

く
、
傍

の
長

め
の

切
り
株

に
標
識

を
設

置
し

て
小
休
止

。
 

    
    

    
    

 
 

 
 

 
 

 
 

道
を

塞
ぐ

腐
倒

木
 

 
 

 
 

水
呑

金
剛

碑
 

 
 

 
 

歩
行

支
障

の
倒

木
切

除
 

    
    

    
    

 
 

 
 

 
 

 
 

道
標

の
標

柱
設

置
 

 
 

 
奥

駈
道

を
塞

ぐ
小

径
木

 
 

歩
行

支
障

の
倒

木
切
除

 

    
    

    
    

    
腐

倒
木

の
先

端
部

切
除

 
 

花
折

塚
手

前
の

支
林

道
 

 
 

 
 

花
折

塚
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小
径

木
と
支
障

と
な

る
倒

木
を

児
嶋

さ
ん

チ
ェ

ン
ソ

ー
で

切
除

。
し
ば

ら

く
す

る
と

、
さ

ほ
ど
支
障

に
な

ら
な

い
大
腐

木
が

あ
り

山
川

さ
ん

が
切

除
、

し
ば

ら
く

あ
る

い
て
花
折
塚

へ
の

道
路
交
差
点

に
出

る
。

 
 

 
花
折
塚

で
小
休
止

し
、
消

え
て

い
る
標
識

の
標
柱

を
玉

置
山
寄

り
に
移
動

さ
せ

て
児

嶋
さ
ん
標
識
設

置
。

 

 
し
ば

ら
く
辿

り
林

道
出

合
に

て
、
順
峯
班

と
合
流

す
る

。
玉

置
山

駐
車

場

へ
の

林
道

が
通

行
止

め
の

た
め

玉
置

山
駐

車
場

に
は

合
流

出
来

な
い

の
で

、

玉
置
口

で
合
流

・
昼

食
す

る
事

を
決

め
、

車
の
鍵

を
交
換

す
る

。
 

 

    
    

    
    

    
花

折
塚

付
近

に
標

識
設

置
 

 
世

界
遺

産
記

念
碑

 
 

展
望

台
か

ら
西

ノ
峯

～
笠

捨
山

 

 

此
処

か
ら

は
順
峯
班

が
点
検
済

な
の

で
、
確
認

し
な

が
ら
歩

く
事

に
な

る
。
 

玉
置

山
展
望

台
近

く
か

ら
林

道
下

の
奥

駈
道

を
岩

本
・
児

嶋
さ
ん

が
辿

り
、

残
り

は
舗
装

林
道

を
辿

る
。

 
 

玉
置

山
展
望

台
前

か
ら
コ

ン
ク
リ

ー
ト
舗
装

林
道

が
新
設

さ
れ
お

り
奥

駈

道
が

分
断

さ
れ

て
い

る
た

め
、
分
断
地
点

に
標
識

を
設

置
す

る
必
要

が
あ

る
。
 

世
界
遺
産

「
大
峰

奥
駈

道
」
記
念
碑

の
展
望

台
か

ら
西

ノ
峯

～
茶
臼

山
～

 

笠
捨

山
の
稜

線
、
蛇
崩

山
が

一
望

さ
れ

る
。

 
 

    
    

    

 
 

 
 

 
 

 
 

か
つ

え
坂

へ
の

登
り

 
 

 
山

頂
・

駐
車

場
三

叉
路

 
 

玉
置

山
山

頂
一

等
三

角
点

 

 此
処

か
ら

「
か

つ
え

坂
」

で
広
葉
樹

林
の
落
葉

を
踏
み

し
め

な
が

ら
辿

り
、

玉
置

山
山

頂
・

駐
車

場
と

か
つ

え
坂

の
三
叉
路

に
登

る
。

岩
本

・
児

嶋
さ
ん

は
玉

置
山

山
頂

へ
。
他

の
人

は
先

行
下

山
し

駐
車

場
に

１
１

時
２

５
分

着
。

 

 
売
店

の
お

や
じ

さ
ん

に
上
葛

川
か

ら
の

林
道

は
通

行
止

め
で

、
合
流

し
売

店
に
寄

れ
な

く
な

っ
た

と
伝

え
る

。
そ

う
か

ー
知

ら
な
ん
だ
！

と
・

・
 

岩
本
・
児

嶋
さ
ん

は
、
１

１
時

３
５

分
過

ぎ
に

駐
車

場
に

到
着

し
、
岩

本
(
沖

﨑
車

)
、
山

川
(
梶

野
車

)
さ
ん

が
運
転

し
、
昼

食
合
流
地

の
玉

置
口

へ
と
下

る
。
 

 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮

発
6
:
5
5
→
7
:
5
5
 
2
1
世

紀
の

森
東
屋
8
:
1
0
→
8
:
2
0
林

道
・

奥
駈

道
出

合
(
奥

駈
道

案
内

板
)
8
:
2
5
→
8
:
3
5
倒

木
４

本
切

除
8
:
4
3
→
8
:
5
5
水
呑
金

剛
→
9
:
1
5
林

道
出

合
9
:
1
8
→
9
:
5
6
花
折
塚

へ
の

林
道

出
合
→
1
0
:
0
0
花
折

塚
1
0
:
0
5
→
1
0
:
1
5
林

道
出

合
(
合
流

)
1
0
:
2
0
→
1
0
:
5
3
世
界
遺
産
記
念
碑

(
展
望

台
)
1
1
:
0
0
→
1
1
:
1
5
か

つ
え

坂
・

玉
置

山
山

頂
・

駐
車

場
三
叉
路
→

1
1
:
2
0
玉

置
山

山
頂
1
1
:
2
4
→
1
1
:
3
7
玉

置
山

駐
車

場
1
1
:
4
3
→
1
2
:
1
3
玉

置

口
広

場
(
昼

食
)
。

 
 

 
 

 
(
記

；
川

島
、
写
真

；
川

島
・

岩
本

)
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◇◇ ◇◇
絶
景

絶
景

絶
景

絶
景
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
「「 「「
木
津
呂

木
津
呂

木
津
呂

木
津
呂
」」 」」
をを をを
観観 観観
るる るる
    

    玉
置
口

で
１

２
時

過
ぎ

か
ら
昼

食
、
玉

置
口

か
ら
船

で
渡

れ
ば

木
津
呂

で

あ
る

。
時

間
も

早
く

山
川

さ
ん

の
案

内
で

、
飛
地

の
和
歌

山
県

新
宮
市

嶋
津

側
か

ら
絶
景
パ
ワ

ー
ス
ポ

ッ
ト

の
「

木
津
呂

(
熊

野
市

紀
和
町

)
」

を
最
短
コ

ー
ス

(
国

道
3
1
1
号

線
・
河
根
橋

付
近

)
か

ら
観

に
行

く
事

に
な

っ
た

。
 

    
    

    

    
玉

置
口

広
場

で
昼

食
 

 
 

ジ
ェ

ッ
ト

船
・

玉
置

口
 

 
河

根
橋

付
近

の
登

山
口

 

    

    
    

    

荒
れ

た
車

道
を

辿
る

 
 

 
車

道
終

点
で

休
憩

 
 

 
 

 
尾

根
道

へ
登

る
 

    
    

    

    
    

    

 
 

 
 

 
 

 
 

絶
景

パ
ワ

ー
ス

ポ
ッ

ト
「

木
津

呂
」

を
観

る
 

 
 

 
絶

景
地

か
ら

湯
の

口
集

落
 

    

    
    

    
    

    

三
角

点
寄

り
絶

景
Ｐ

か
ら

の
湯

の
口

集
落

と
ジ

ェ
ッ

ト
線

 
R
-
3
1
1
の

登
山

口
下

山
 

      



 6 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

玉
置
口
1
3
:
1
0
→
1
3
:
2
0
車

道
登

山
口

(
R
-
3
1
1
・
河
根
橋

付
近

)
1
3
:
2
5
→

1
4
:
0
0
車

道
終
点
1
4
:
0
8
→
尾
根
→
1
4
:
2
0
木
津
呂
絶
景
ポ

イ
ン
ト
1
4
:
3
5
→

1
4
:
4
0
湯

の
口
絶
景
ポ

イ
ン
ト
1
4
:
5
0
→
1
5
:
3
0
林

道
登

山
口

(
解
散

)
1
5
:
4
0
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

；
沖

﨑
、
写
真

；
梶

野
・

川
島

)
 

    


